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私
の

主
張

締
め
出
す
な
、

民
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

正
利

　
　
　
（
東
久
留
米｢

九
条
の
会｣

副
代
表
）

　

民
主
党
や
自
民
党
ま
た
言
論
界
に

衆
院
議
員
の
定
数
削
減
の
声
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
民
主
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
選
挙
公
約
）
に
は
、〝
む

だ
遣
い
を
な
く
す
〞
こ
と
を
理
由
に

比
例
代
表
の
定
数
の
80
名
削
減
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
鳩
山
首
相
は
か
つ
て

「
議
員
定
数
を
削
減
し
な
け
れ
ば
消

費
税
の
増
税
も
、
国
民
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
」「
定
数
は
５
０
０
か
ら

３
０
０
の
単
純
小
選
挙
区
に
も
っ
て

い
く
べ
き
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
「
み
ず
か
ら
血
を
流
し
て
〝
む
だ

を
排
除
〞
す
る
も
の
だ
」「
比
例
80

を
削
減
す
る
。
そ
の
先
に
は
選
挙
区

の
３
０
０
議
席
が
見
え
て
く
る
」
菅

大
臣
の
発
言
で
す
。　

む
だ
を
排
除

と
言
い
ま
す
が
、
議
員
の
数
は
多
す

ぎ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
な
外
国
と

比
べ
て
日
本
の
議
員
定
数
は
少
な
い

の
で
す
。
日
本
の
一
二
〇
年
を
振
り

返
っ
て
見
る
の
も
参
考
に
な
り
ま

す
。

　

１
８
９
０
年
（
明
23
）
に
第
１
回

の
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
定
数
３
０
０

名
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
当
時

の
総
人
口
は
３
８
０
０
万
人
で
今
の

３
分
の
１
で
し
た
。
有
権
者
は
直
接

国
税
15
円
以
上
を
納
税
す
る
25
歳
以

上
の
男
子
に
限
る
制
限
選
挙
で
し
た

か
ら
、
人
口
の
１
・
１
％
の
42
万
人

ほ
ど
、ほ
と
ん
ど
が
大
地
主
で
し
た
。

の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
植
民
地
を
除

く
全
人
口
は
５
６
０
０
万
人
で
し

た
。
そ
の
年
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
定

数
を
４
６
４
名
に
増
や
し
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
３
円
以
上
の
納
税
者
が

有
権
者
に
な
り
ま
し
た
の
で
全
人
口

の
５
・
５
％
、
３
０
８
万
人
、
成
人

男
子
の
４
人
に
１
人
の
割
合
に
な
り

ま
し
た
。
東
京
で
は
13
万
人
余
、
東

久
留
米
で
は
３
０
７
人
で
す
。

　

最
初
か
ら
普
通
選
挙
を
要
求
す
る

運
動
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

１
９
２
５
年
（
大
14
）
納
税
資
格
を

撤
廃
す
る
男
子
普
通
選
挙
法
が
国
会

を
通
過
、
１
９
２
８
年
（
昭
３
）
か

ら
実
施
さ
れ
、
有
権
者
は
全
国
民
の

20
％
、
１
２
０
０
万
人
に
増
え
ま
し

た
が
、
議
員
定
数
は
増
や
さ
ず
、
選

挙
運
動
の
あ
り
方
な
ど
を
き
び
し
く

規
制
し
ま
し
た
。
こ
の
年
東
久
留
米

で
は
村
議
を
12
名
か
ら
18
名
に
増
員

し
て
い
ま
す
。

　

長
い
戦
争
が
終
わ
っ
た
１
９
４
５

年
（
昭
20
）
11
月
に
、
翌
年
総
選
挙

を
行
う
た
め
の
人
口
調
査
を
行
い
全

人
口
７
１
９
９
万
８
１
０
４
人
と

確
認
。
12
月
に
衆
議
院
選
挙
法
改

正
。
永
年
の
要
求
で
あ
っ
た
婦
人

東
久
留
米
の
有
権
者
は
20
〜
30
人

で
し
た
。（
貴
族
院
議
員
は
２
５
２

名
で
、
天
皇
の
勅
任
と
貴
族
の
互
選

で
構
成
。
今
の
参
議
院
の
定
数
は

２
４
２
名
で
す
。）

　

１
９
０
０
年
（
明
33
）
に
選
挙
法

改
正
で
、
10
円
以
上
の
納
税
者
、
人

口
の
２
・
２
％
、
98
万
人
が
有
権
者

と
な
り
、
議
員
定
数
は
３
６
９
名
に

増
え
ま
し
た
。

　

１
９
２
０
年
（
大
９
）
に
第
１
回

憲法九条・武器はいらない、平和を求める心「九条の会」憲法九条・武器はいらない、平和を求める心「九条の会」



2

「
憲
法
を
め
ぐ
る
国
会
の
動
き
」

２
月
21
日
・
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
「
民
主
党
政
権
が
提
出
し
よ
う
と

し
て
い
る
国
会
法
改
定
は
事
実
上
の

解
釈
改
憲
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
」

２
月
21
日
開
か
れ
た
、東
久
留
米「
九

条
の
会
」
学
習
会
で
、
小
林
善
亮
弁

学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

参
政
権
が
認
め
ら
れ
、
選
挙
権
、
被

選
挙
権
の
年
齢
が
５
歳
ず
つ
引
き
下

げ
ら
れ
20
歳
と
25
歳
と
な
り
ま
し

た
。
有
権
者
は
全
人
口
の
50
・
４
％
、

３
６
０
０
万
人
と
増
加
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
は
従
前
の
ま
ま
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
選
挙
で
議
員
定
数
は

少
し
ず
つ
増
や
さ
れ
、
１
９
８
０
年

代
に
は
５
１
２
名
に
ま
で
増
え
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
１
９
９
４
（
平

６
）
年
に
財
界
４
団
体
の
首
脳
が
小

選
挙
区
制
法
案
の
今
国
会
成
立
を
主

張
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
が
導
入

さ
れ
、
議
員
定
数
は
５
０
０
（
比
例

２
０
０
、
小
選
挙
区
３
０
０
）
に

縮
減
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に

さ
ら
に
20
名
削
減
さ
れ
、
比
例
が

１
８
０
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
選
挙
で
は
さ
ら
に
80
名
削

減
す
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
で

は
１
０
０
年
も
昔
に
逆
も
ど
り
で

す
。
現
代
は
人
口
１
億
２
５
０
０
万

人
で
20
歳
以
上
の
成
人
男
女

１
億
３
０
０
万
人
が
有
権
者
な
の
で

す
。
明
治
、
大
正
期
よ
り
は
る
か
に

豊
か
に
発
展
し
民
主
化
し
て
い
ま

す
。
世
論
調
査
で
見
て
も
日
本
人
の

政
治
的
関
心
は
高
い
の
で
す
。
だ
れ

も
が
国
や
社
会
の
現
状
を
憂
え
、
社

会
や
政
治
を
語
る
時
代
で
す
。
国
民

の
中
に
は
多
用
な
要
望
が
あ
り
ま

す
。
比
例
定
数
議
員
の
削
減
は
改
憲

反
対
や
消
費
税
増
税
反
対
の
民
意
を

国
会
か
ら
締
め
出
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

　

近
代
百
余
年
は
国
民
の
参
政
権
拡

大
に
努
力
し
て
き
た
歴
史
で
す
。
そ

れ
を
受
け
継
ぐ
私
た
ち
は
民
主
主

義
、
国
民
主
権
を
後
退
さ
せ
る
こ
と

を
断
じ
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

―
「
国
会
改
革
」・

　
　

衆
院
比
例
定
数
削
減
問
題
―

民
主
党
政
権
の
最
近
の
動
き

　

国
会
へ
の
陳
情
や
請
願
は
幹
事

長
室
に
一
元
化
す
る
。
そ
れ
以
外

は
認
め
な
い
。
紹
介
議
員
に
も
な

ら
な
い
。
各
種
の
議
員
連
盟
で
は

委
員
長
ポ
ス
ト
を
民
主
党
が
占
め

る
こ
と
。
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
民

主
党
だ
け
で
新
た
な
議
員
連
盟
を

作
る
。「
国
会
改
革
法
」
を
昨
年
の

臨
時
国
会
提
出
を
社
民
、
国
民
両

党
の
反
対
で
先
送
り
す
る
が
、
そ

の
後
、
両
党
か
ら
同
法
提
出
の
同

意
を
と
り
つ
け
る
。
こ
れ
ら
国
会

に
か
か
わ
る
動
き
が
あ
る
。
新
聞

報
道
で
は
３
月
に
も
「
国
会
改
革

法
」
提
出
の
意
向
と
い
う
。
急
速

に
反
対
の
世
論
を
と
考
え
る
が
、

分
か
り
に
く
い
事
も
あ
り
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
。

「
国
会
法
改
定
」
ど
こ
が
問
題
か

　

官
僚
答
弁
禁
止
に
よ
り
、
法
案

審
議
が
深
ま
ら
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

現
場
の
デ
ー
タ
を
押
さ
え
た
審
議

護
士
は
ず
ば
り
指
摘
し
ま
し
た
。
学

習
会
に
は
約
50
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

三
多
摩
法
律
事
務
所
の
小
林
弁
護

士
の
話
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。小林善亮弁護士
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に
な
り
に
く
い
。
ま
た
１
９
９
９
年

に
「
国
会
審
議
活
性
化
法
」
に
よ
り

原
則
官
僚
答
弁
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
、
あ
え
て
新
法
は
必
要
な
い
。

　

一
番
の
ね
ら
い
は
内
閣
法
制
局
長

官
の
答
弁
禁
止
。
内
閣
法
制
局
は
、

閣
議
に
付
さ
れ
る
法
律
案
な
ど
の
憲

法
と
の
整
合
性
や
憲
法
解
釈
の
統
一

を
図
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
内
閣

か
ら
独
立
し
て
意
見
を
も
ち
、
時
に

は
内
閣
の
考
え
に
反
す
る
意
見
を
述

べ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
内

閣
法
制
局
長
官
の
答
弁
を
禁
止
す
る

こ
と
で
、
時
の
内
閣
が
自
由
に
「
憲

法
解
釈
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

時
々
の
内
閣
の
恣
意
的
な
政
策
に

よ
っ
て
憲
法
の
中
身
が
決
め
ら
れ
て

し
ま
い
、
国
民
の
人
権
が
左
右
さ
れ

て
し
ま
う
。
９
条
解
釈
改
憲
が
一
番

の
ね
ら
い 

。

　

小
沢
幹
事
長
が
、
か
つ
て
細
川
政

権
の
と
き
、
湾
岸
戦
争
に
自
衛
隊
派

兵
し
よ
う
と
し
た
が
、
内
閣
法
制
局

長
官
に
よ
っ
て
「
違
憲
」
と
さ
れ
派

兵
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
根
に
も
っ

て
い
る
。
内
閣
法
制
局
は
現
行
憲
法

下
で
の　

①
武
力
行
使
の
禁
止　

②

武
力
行
使
と
一
体
に
な
っ
た
活
動
の

禁
止　

③
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
禁

止
、
と
い
う
解
釈
を
維
持
し
て
き
た
。

こ
の
解
釈
を
廃
し
て
「
国
連
決
議
が

あ
れ
ば
自
衛
隊
の
武
力
行
使
も
合

憲
」
と
い
う
民
主
党
の
政
策
を
実
施

し
た
い
と
い
う
の
が
本
音
に
あ
る
。

　

ま
た
「
国
会
法
改
定
」
で
は
国
会

の
会
期
制
廃
止
、
常
任
委
員
会
定
数
・

定
例
日
の
改
定
も
含
ま
れ
て
い
る
。

衆
議
院
比
例
定
数
削
減
も
ね
ら
わ
れ

て
い
る
。

　

民
主
党
は
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
な

か
で
、
衆
議
院
比
例
代
表
80
削
減
を

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
民
主
党
の
国

会
改
革
の
柱
。
昨
年
の
総
選
挙
で
民

主
党
は
47
％
の
得
票
で
74
％
の
議
席

を
得
て
い
る
。
小
選
挙
区
制
は
圧
倒

的
に
第
一
党
に
有
利
。
こ
の
小
選
挙

区
制
の
比
率
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と

い
う
こ
と
。
現
在
、
小
選
挙
区
制
を

採
用
し
て
い
る
の
は
一
部
の
国
に
過

ぎ
な
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
30
ケ
国
の
う
ち

５
ケ
国
。
民
主
党
が
手
本
と
す
る
イ

ギ
リ
ス
は
比
例
代
表
を
加
味
す
る
制

度
に
変
更
の
方
向
。

　

国
会
議
員
は
ム
ダ
と
い
う
が
、
80

人
減
ら
し
て
節
約
は
54
億
円
。
政
党

交
付
金
は
３
２
０
億
円
の
む
だ
使

い
。
議
員
の
数
は
、
人
口
10
万
人
あ

た
り
日
本
は
０
・
57
人
。
ス
エ
ー
デ

ン
は
３
・
83
人
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
３
．

79
人
。
ノ
ル
ウ
エ
ー
３
・
60
人
。
イ

ギ
リ
ス
２
・
28
人
。

背
景
に
財
界
の
意
向

　

２
０
０
３
年
に
「
21
世
紀
臨
調
」

が
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
団
体

の
顧
問
は
経
団
連
、
日
商
、
経
済
同

友
会
ら
財
界
ト
ッ
プ
が
顔
を
そ
ろ

え
、
運
営
委
員
会
は
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
で
占
め
ら
れ「
２
大
政
党
制
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
た
。
財
界
は

１
９
９
２
年
以
来
「
国
会
改
革
」「
内

閣
、
与
党
の
一
元
化
」「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
小
選
挙
区
制
導
入
」
な
ど
、

一
連
の
「
改
革
」
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
。
目
指
す
の
は
首
相
の
権
限
強
化
、

新
自
由
主
義
的
政
策
の
推
進
に
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
に
反
対
し
て
憲
法

を
守
っ
て
い
く
た
め
の
活
動
と
展
望

が
学
習
会
に
は
重
要
。
そ
し
て
国
民

主
権
の
観
点
が
重
要
で
、
国
会
が
民

意
と
か
け
は
な
れ
た
政
治
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
国
民
の
権
利
に

不
利
益
に
な
り
、
要
求
実
現
が
難
し

く
な
る
と
い
う
視
点
が
大
事
。
国
会

に
要
求
を
届
け
る
仕
組
み
と
十
分
な

国
会
審
議
は
不
可
欠
だ
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
小
選
挙
区
制

が
施
行
さ
れ
て
16
年
に
な
る
が
そ
の

総
括
が
必
要
。
国
民
生
活
が
良
く

な
っ
た
か
。
実
際
は
海
外
派
兵
が
強

行
さ
れ
、
構
造
改
革
で
福
祉
、
暮
ら

し
が
壊
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
以
上
の

財
界
主
導
の
国
家
改
造
を
許
さ
な

い
。
民
意
が
反
映
さ
れ
る
選
挙
制
度

を
と
い
う
世
論
を
。
海
外
で
も
そ
う

い
う
動
き
が
あ
る
。

　

民
主
党
に
た
い
す
る
批
判
も
強

く
、
そ
う
簡
単
に
成
立
は
で
き
な
い

面
も
あ
る
。
当
初
、
今
国
会
冒
頭
で

法
案
提
出
、
可
決
さ
せ
る
は
ず
だ
っ

た
が
で
き
な
か
っ
た
。
反
対
世
論
が

広
が
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
地
域

の
学
習
と
国
会
に
向
け
た
取
り
組
み

を
。
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井上ひさしさんの志を受けついで
　九条の会講演会
2010年 6月 19日（土）
13:30 開会（開場 12:30）
日比谷公会堂
（東京都千代田区日比谷公園内）
講演：大江健三郎
　　　奥平康弘
　　　澤地久枝
　　　鶴見俊輔
問い合わせ：
九条の会事務局　03-3221-5075

《
平
和
を
考
え
る
本
》

　
『
ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ぞ
う
さ
ん
』

　

古
世
古
和
子
・
著
（
新
日
本
出
版
社
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
ケ
ン
ジ

が
学
童
疎
開
し
た
八
王
子
で
も
、
食

料
は
不
足
し
て
い
た
。
さ
つ
ま
い
も

一
本
で
も
貴
重
で
、
雑
炊
も
奪
い
あ

う
。
親
が
食
べ
物
を
持
っ
て
訪
ね
て

く
れ
る
の
が
、
ど
れ
ほ
ど
待
ち
遠
し

か
っ
た
か
。
そ
ん
な
中
で
も
子
ど
も

た
ち
は
、
日
々
、
楽
し
み
を
見
つ
け

て
生
き
て
い
た
。
あ
る
日
、
カ
エ
ル

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
て
、
防
空
壕

に
入
り
そ
こ
ね
た
ケ
ン
ジ
は
、
Ｐ

51
戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
に
あ
っ
た

…
…
。

八
王
子
市
泉
町
、
相
即
寺
の
境
内
に

あ
る
地
蔵
堂
。
た
く
さ
ん
の
地
蔵
の

中
に
、
そ
の
時
亡
く
な
っ
た
ケ
ン
ジ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
て
、
今
も

た
た
ず
ん
で
い
る
一
体
が
あ
る
。

◆
西
部
九
条
の
会
春
の
遠
足

〜
多
摩
の
戦
跡
め
ぐ
り
〜

　

４
月
４
日
（
日
）
16
名
の
参
加
で
、

予
想
外
に
寒
い
日
の
戦
跡
め
ぐ
り
で

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
参
加
者
か
ら
は
楽
し
か
っ

た
と
い
う
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
八
王
子
「
相
即
寺
」
の
ラ

ン
ド
セ
ル
地
蔵
《
下
記
平
和
を
考
え

る
本
で
紹
介
》
に
行
き
、
つ
ぎ
に
立

川
の
山
中
坂
戦
災
供
養
地
蔵
尊
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
４
月
４
日
の
立
川

へ
の
空
襲
で
避
難
し
て
い
た
、
山
中

坂
の
防
空
壕
は
、
爆
弾
の
直
撃
を
受

け
、
子
ど
も
32
名
を
含
む
42
名
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

の
ち
に
土
地
所
有
者
の
伊
藤
商
店

と
有
志
に
よ
っ
て
歌
碑
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
爆
撃
の
日
に
訪
れ

ま
し
た
が
、
65
年
前
と
は
ま
っ
た
く

違
い
、
穏
や
か
な
桜
と
菜
の
花
の
咲

き
乱
れ
る
美
し
い
景
色
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
東
大
和
南
公
園
に
あ
る

旧
日
立
航
空
機
立
川
工
場
変
電
所
に

行
き
、
昼
食
後
、
東
大
和
９
条
の
会

の
人
た
ち
と
交
流
し
、
建
物
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

当
時
の
空
襲
の
生
々
し
さ
が
、
そ

の
ま
ま
の
姿
で
保
存
さ
れ
て
い
て
、

い
ま
も
平
和
な
公
園
の
中
で
、
花
見

を
楽
し
む
人
々
を
見
守
る
よ
う
に
た

た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。　
　
（
大
山
）

日本の青空Ⅱ
　「いのちの山河」上映会
7 月 31 日（土）
東久留米市立生涯学習センター
前売券 1,200 円

キリスト者九条の会  講演会
7 月 19 日（海の日）
成美教育文化会館 14:00 から
講師：武 祐一郎 氏（キリスト
　　教独立学園高等学校理事長 )
資料代300円

東久留米「九条の会」
　　　5周年の集い
9 月 25 日（土）
14:00 開会
東久留米市立
  生涯学習センター・ホール
協力券 500 円
講演：品川正治さん
　　　（経済同友会終身幹事）
市民による平和朗読劇
　　　　　（構成：楯岡真弓）

◆
お
知
ら
せ

旧
日
立
航
空
機
立
川
工
場
変
電
所
前
に
て


